
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和8年度学校評価 計画

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●学力の向上
教務
ICT推進

教務（道徳教育など）

生徒指導部
生徒会

●健康・体つくり 保健部

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進

教頭

●特別支援教育の充実 保健部（特別支援）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

主幹教諭・企画広報部

６　総合評価・

　　次年度への展望　（簡潔に）

・
・
・

・ ・ ・

〇広報の充実

〇在校生および保護者が、本校への入学を「選
んでよかった」と実感できるような広報活動の推
進
○県内外の中学生、保護者に選ばれる効果的
な広報の検討と実践

〇公式インスタのフォロワー数を3,500人以上に
する。
〇学校評価アンケートで「中学生・保護者に選
ばれる効果的な広報を検討し、実践している」と
回答する保護者を７５％以上にする。

・生徒の活躍を広く伝え、イメージアップを図る。
・教育活動を伝えるSNSの投稿をこまめに行う。
・学校広報関連を校内外のチームで取り組む。

教頭・主幹教諭・事務部
企画広報部・学年・系列

〇キャリア教育・進路指導

○キャリア教育の充実による進路意識の向上
○大学進学指導体制の構築

◎キャリア教育に関する年度末の調査で、「学校での１年
間の学習や行事を通して、将来の自分の進路（職業）につ
いて考えることができた、ある程度できた」と回答する生徒
の割合を８０％以上とする。
〇３年生の希望進路決定率を１００％とする。

・キャリア教育支援事業や企業、地域等の力を活用した講
習やガイダンスを実施する。
・来客対応を丁寧に行い、情報を提供し、生徒の意識向上
を図る。
・面接指導や進路検討会を充実させる。
・大学進学希望者のための対策を検討し、実施する。

・ ・ ・

進路

・ ・ ・

★唯一無二の誇り高き学校づくり

★SAGA唯一無二の学校魅力化促進事業およ
びTSUNAGARUプロジェクトの促進
・生徒の県外募集（県境対策）の促進
・生徒の全国募集の促進
・地域・外部連携の強化による探究学習の充実
・寮/交流拠点の整備、域外生の生活環境整備
・リノベーション施設を活用した総合的スキル育
成の促進

★県外入学者数近隣県：２名
★全国募集入学者数：１０名
〇志願倍率：1.0倍
★「自分の学校を中学生に勧めることができる」
とする生徒：７５％　教職員８０％
★寮の運営・制度設計について6月までに基本
計画を固め、10月までに仕様書レベルまで詳細
化する。

・県外での個別相談会を実施する
・外部連携を強化し、特色ある授業を行う
・関係各所と連携し寮の運用ルール作りを行う
・玄海アクアリウムにて地域と共に海洋教育に
取り組む
・DXルーム、デジタルアートスタジオにて外部連
携の元、先進的な学びを実践する

・ ・

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

・○特別支援教育に関する教職員の専門性と意
識の向上

○特別支援教育に関する意識が向上したと回
答する教職員を８０％以上にする。

・

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たり
の年次休暇の取得日数１４日以上

・定時退勤推進日（毎週水曜日）に限らず積極的に
定時退勤を勧め、時間外在校等時間を減らす。ま
た、日頃から計画的な年次休暇の取得を呼びかけ、
取得率を増やす。
・業務量の平準化と業務効率化の推進（会議時間の
設定、資料の事前配付・ペーパレス化等）を図る。

・ ・ ・

●「健康を考えて行動できる能力の育成」 〇健康診断後の治療勧告の受診率を３０％以
上にする。

・健康診断後に、治療勧告書を配布。その後生
徒への受診を、保健だよりや三者面談を通して
呼びかけを行っていく。

・ ・

・通級による指導を導入するにあたって準備委
員会を立ち上げるとともに、特定の教職員がで
はなく、学校全体で関わっていくものにするため
に、職員研修を3回以上実施する。

・ ・

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への
思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教育活動
〇校時を工夫し、放課後、生徒自身が将来につ
いて自ら考え行動する時間を捻出

〇学校評価アンケートで「豊かな心を身に付け
る教育活動が行われている」と回答する割合を
７０％以上（生徒・保護者・職員で）にする。

・ＨＲ活動では、本校の生徒に理解しやすい内容の講話を
行い、感想を書く時間を設ける。
・事前学習をできる限り行い、メモ用紙を準備する。
・日々の授業や会話の中でも、生徒に豊かな心を身に付
けるための情報を発信する。

・ ・ ・

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○職員に対するいじめアンケートを年２回以上
行い、「いじめの早期発見・早期対応に努めてい
る」と回答した教員を９０％以上にする。
〇「自分には良いところがある」と回答する生徒
を６５％以上にする。

・年３回以上学校生活アンケートを実施、クラスの朝・終礼
での観察体制の強化する。（担任、副担任、学年主任が常
に在中する）ＳＣと連携し個別の支援を計画等をもとに対
応していく。
・いじめ認知から初期対応までの時間を早急に行う。学
年・管理職・生徒指導部による情報共有、共通認識を持っ
て対応する。

・ ・ ・

○基礎学力向上に向けた、学習習慣定着のた
めの指導の実施
〇きめ細やかな学習指導の実施

○ICT活用教育の実施

〇朝の青翔タイム（学び直しの時間）を継続的に行うなか
で、基礎的な学力の定着を目指す。
★「学校で学習することで、自分ができることやしたいこと
が増えている」とする生徒数を７５％以上にする。

〇ＩＣＴ活用力の向上のため、活用状況や教育効果をDXア
ンケートを年3回実施し、成果を測定する。
〇業務の効率化や授業づくりのため、ＩＣＴ機器やＡＩを活用
している教員を70％以上にする。

・1日が落ち着いた雰囲気で始められるように青翔タ
イムを設定する。
・少人数学級編成を行う。授業では、少人数指導、
TT、学び直し等を実施し個に応じたきめ細やかな指
導・支援を行う。
・生徒にAIを活用させ、適切な利用方法について身
につけさせる。
・授業づくりでAIを活用し、授業プリント等の作成時
間を短縮する。

・

取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し

学校名 佐賀県立唐津青翔高等学校

５　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

意見や提言実施結果

２ SAGAスクール･ミッション

学校教育目標

○総合学科として、多様な科目選択と探究活動を通して、生徒が興味関心に応じて学びを組み合わせ、主体的に未来を切り拓く力を育成する。

○ｅスポーツ学科として、情報技術・コミュニケーション力・判断力などの総合的なスキルを育成し、情報系・デザイン系などの進路につながる実践的な学びを育成する。

〇各学科の特色を生かし、生徒が主体的に挑戦し、地域と関わりながら社会で生きる力を育む。

１ 前年度

評価結果の概要（簡潔に）

設定目標は概ね達成され、コンソーシアム協定締結の節目の年にふさわしい地域連携の深まりが見られた。地域みらい留学の

取組も成果を上げ、県外志願者数は過去最高となった。今後は広報強化や地元生の参画促進、教職員の働き方改革への当事者

意識の向上を図るとともに、新学科開始に向けた教育内容や環境整備、将来の学校寮建設・運営等の課題を着実に進めていく。

３ スクール・ポリシー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

① 総合学科

○多様な科目選択や探究活動に主体的に取り組み、自分の興味・関心に応じて学

びを広げようとする生徒。

○地域課題や社会の変化に関心をもち、ICT活用や協働的な学びを通して、自分

の進路を切り拓こうとする生徒。

② ｅスポーツ学科

○競技的思考・即応的判断力・高度な情報技術の習得に意欲をもち、先進的な学

びに挑戦しようとする生徒。

○チームで協働し、コミュニケーション力やデジタル表現力を高めながら、専門

○総合学科の再編と自由選択科目の充実、ＩＣＴ環境の整備とＤＸの推進に

より、生徒の興味・関心に応じた主体的・対話的で深い学びを実践します。

○探究活動を全学年で体系的に展開し、地域課題・産業・文化との連携を通

して、論理的思考力・判断力・表現力を育む学びを実践します。

○ｅスポーツ学科において、競技的思考・高度な情報技術・即応的判断力を

基盤とした先進的な学びを実践します。

○時間割の工夫により、補習・探究・部活動・進路準備など、生徒の成長を

支える多様な活動を実践します。

○課題を主体的に設定し、多様な学びを統合して未来を切り拓く創造的思考

を行う能力。

○探究や地域協働に主体的に取り組み、論理的思考力・判断力・表現力を発

揮するとともに、感謝の心を行動で示す能力。

○ＩＣＴ活用力やコミュニケーション力、情報技術・デザイン的思考を生か

し、社会で求められる実践的な課題解決を行う能力

４ 本年度の重点目標

○総合学科では、ＤＸ環境を活用した授業や地域と連携した探究活動を実践するととも

に、各系列科目と自由選択科目を融合した学びを推進し、生徒の多様な挑戦を支援する。

○ｅスポーツ学科では、情報技術・コミュニケーション力・論理的思考力等の総合的ス

キルを育成し、情報系・デザイン系等への進学や就職への挑戦する意欲を支援するとと

もに、授業公開や広報活動を通して学びを広く伝える等、魅力発信に努める。

○校時の工夫によって捻出した放課後の時間を、生徒自身が補習や探究活動、部活動等

に活用するとともに、将来について自ら考え行動する“自律”と“責任”を育む。

○大学連携・地域連携をさらに広げ、多様な進路実現を支える活動を推進し、連携先へ

の感謝を学びの力に変えて、大学進学者数の増加を図る。

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である

Ｂ：おおむね達成できている Ｄ：不十分である


